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第14回倫理委員会議事録

１.日時：平成27年7月13日（金）


午後12：00～12：30

２.場所：第一会議室

３.出席者：多田理事長、鈴木院長、雅楽副院長、潤間内科部長、君塚薬局長、大吉事務長、田中

４.配布資料：倫理審査申請書および資料、独立行政法人国立国際医療研究センター倫理委員会審査判定通知書に関する資料あり

５.審査内容議題

「患者被爆情報と検査内容の包括的連携を実現する医療情報システムの開発と活用」

審議を踏まえ、申請を以下の通り承認とする。

①本調査は、精度管理された質の高いCT検診の普及を目指すために、肺がん


CT検診認定機構の施設認定への使用を考慮して開発、当院において本システ


ムの試験稼働を行うことで、精度の高いCT検診の普及に寄与することを目的


としている。


②運用は、1台のコンピューターとモニターにより医用画像情報システムに接続され、ネットワーク転送により、受診者の情報、撮影条件、被爆情報が収集される。


③受診者の個人のデーターは特定されないよう加工され、当該施設専用のSDメモリーに記録される。


④SDメモリーはオフラインで管理機関に送られ、データー解析と施設評価が行われる。


以上、受信者に不利益を被るものでないため上記判定とする。
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